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1.序	
 

1-1.背景	
 

現在日本では、空き家の増加や建設業界に

おける二酸化炭素排出量削減の要請などの

理由から、既存のストックを活用していく

ことが求められている。その中で、購入す

る住宅は依然として新築が好まれる傾向に

ある。その背景には、一般的に住宅におい

て「古さ」がマイナスイメージを持つとい

うことが考えられる。	
 

それに対し、建物のもつ「古さ」自体にも

価値があると考える。伝統的な建物のもつ

古さに関しては、その価値は広く認められ

るところだろう。しかし、それ以外の普通

の建物も、歴史や街並、人々の生活を形づ

くってきたものとして価値がある。建物の

もつ歴史、「古さ」を受け入れ使っていくこ

とで、スクラップアンドビルドでは得るこ

とのできない、豊かな生活空間をつくるこ

とができるだろう。	
 

1-2.目的	
 

一方で、建物の「古さ」と言ってもその価

値観や捉え方は漠然としている。そこで、

建物の「古さ」の問題が最も顕在化すると

考えられる住宅のリノベーション事例にお

いて古さがどのように扱われているかを考

察し、住宅における「古さ」の価値観の一

端を明らかにすることを研究の目的とする。 
1-3.手法	
 

消費者に近い住宅メディアである住宅雑誌

の住宅解説記事を取り上げ、「古さ」に対す

る記述を分析する。それらは記者の目や考

えを通して書かれたものではあるが、人々

の住宅観の形成を担っていると考えられる。

頻繁に用いられる表現は重視されている事

柄を表すという考えのもと、どのような表

現がどれだけ使われたかを比較することで、

住空間において重要とされる価値観をあぶ

り出す。 
1-4.既往研究の中の位置づけ	
 

メディアを対象にした研究には、その空間

構成に着目したもの、共有空間・公室空間

の位置づけや、その時代的変遷、建築写真

によるイメージ形成に関するものがあるが、
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意匠的側面をテキストから研究したものは

見当たらない。また、テキスト資料から分

析を行っているものは、建築家の言説を対

象に、建築作品がもつ概念を明らかにした

ものが中心であり、一般的な住宅に関して

述べられたものは見当たらない。一般消費

者に近いメディアである住宅雑誌を対象と

することで、大衆にとっての住宅観がどの

ようなものであるか、そこに「古さ」がど

のように関わっているかに迫るという点で、

本研究の独自性があると考える。	
 

2.研究対象	
 

2-1.研究対象の選択	
 

リノベーション住宅の掲載数が多く、新築

の注文住宅も多く扱っており幅広い読者層

が想定されることから、住宅雑誌『LiVES』
（第一プログレス）を資料とする。対象は

過去 1 年間に掲載されたリノベーション住
宅３７事例の解説文である。	
 

2-2.語句の抽出	
 

解説記事において、対象となっている住宅

の解説の他、施主が理想とする空間像など、

読者に対して魅力的な空間として書かれた

記述を幅広く集める。次に、どこがどのよ

うな空間なのか、どのような印象の空間か、

が読みとれる語句を抽出する。	
 

3.分析と考察	
 

3-1.全体の概要	
 

抽出の結果、1,867 の語句を得ることがで
きた。それらを整理すると、評価の対象と

なる＜空間＞＜物＞、それらがどのような

ものかを説明する＜評価＞に分かれる(表
1)。本研究では、「古さ」がどのように捉え
られているかを考察するため、＜評価＞の

うち＜物の印象＞の評価に用いられた語句

に着目する。 

3-2.＜物の印象＞を表す語句	
 

＜物の印象＞を表す語句は１２のカテゴリ

で捉えることが出来た(表 2)。これらのう

ち、記述頻度が高かったのは、《落ち着き》、

《整然・簡素》、《粗野》、《差異性》、《個人

的な評価》である。この内、《落ち着き》、

《整然・簡素》、《粗さ》、《差異性》はいず

れも空間の様子を表した評価であり、住空

間において重要な意匠的価値観だと言える。	
 

3-3.「古さ」が評価されたもの	
 

積極的に「古さ」に価値を見出して使われ

ているものを明らかにするため、＜物の印

象＞に影響を与えている対象に絞り、何ら
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かの古さが評価に影響しているものを抽出

した。	
 

「古さ」はその性質から、《時を経た古さ》

《使い込まれた古さ》《デザインの古さ》に

分けることができた。	
 

「古さ」が評価された既存部分の《時を経

た古さ》は大部分が木の部材に対して評価

したものであるが、一部 ALC パネルやコン

クリートの躯体の壁など、工業部材もその

経年変化が魅力として評価されている(表

4)。また、《デザインの古さ》では伝統的な

もの以外にも、アール形状の壁の出隅・ス

チールサッシ・団地の外観のような近代的

な要素が評価されている。伝統的な古いデ

ザインというものは、むくり屋根や数寄屋

造りのようにデザインが形式化している。

一方で、スチールサッシのデザインや団地

の外観なども、ある時代に多くつくられた

固有のものであるという点では同じであり、

つくられてからの年月の長さが異なるだけ

である。分析の結果は、伝統的なものの古

さも近代的なものの古さも、同列に評価さ

れ得ることを示している。一言に「古い」

と言われる建物のディテールや建物形式も、

体系化し、このような時代に固有な要素を

“発見”することで《デザインの古さ》と

して評価されるようになるのではないだろ

うか。	
 

改修部分では家具や小物に対する評価が多

く、アイテム的なものの古さの方が受け入

れられる傾向があると考えられる(表 5)。ま
た、古さの種類では《デザインの古さ》が

多い(表 6)。アンティーク調のものや伝統的
なデザインなど、「古さ」の価値が比較的一

般化しており、受け入れられやすいと考え

られる。《使い込まれた古さ》は既存部分に

は見られなかった評価であり、既存建物の

「使われた感じ」がするものは「古い良さ」

としては受け取られにくく、デザインのた

めに新たに取入れるものとして、「使い込ま

れた古さ」が受け入れられているのではな

いかと考えられる。既存建物の「使い込ま

れた古さ」も、デザインにうまく取り込む

ことで魅力だと評価され得るだろう。	
 

3-4.「古さ」に対する評価	
 

既存部分、改修部分の＜物の印象＞の記述

頻度を比べると、既存部分の古さは《重厚

さ》が評価され、また新たに古いものを取

入れることで《粗さ》や《差異性》を演出

する傾向があることが読みとれる(表 7)。	
 

古さの種類と＜物の印象＞の関係を見ると、

《落ち着き》に最も関わりが大きいのが《時
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を経た古さ》であり、経年変化が《落ち着

き》の印象を生み出していると考えられる

(表 8)。さらに、《重厚さ》についても３分

の 1 以上を占め、影響を与えていると言え

る。《使い込まれた古さ》の影響は多くはな

いが、《粗野》の印象には《デザインの古さ》

とともに大きく関わり、使われた感じが《粗

野》な印象を形成していると言える。《デザ

インの古さ》は《懐古的》な評価に最も関

わるが、《粗野》《重厚さ》にも関わり、幅

広い捉えられ方をしている。	
 

また、《差異性》にはどの種類の古さも関わ

っている。これは、新しい住宅をつくる上

で「古い」ものを用いることが特殊である

という認識の表れでは無いだろうか。リノ

ベーションを行うにあたり、「古さ」に対す

る評価が一般化していない現段階において

は、「古さ」を用いて《差異性》をうまく演

出することで、意匠的な評価の高い設計に

つなげられると考えられる。	
 

3-5.「古さ」に対する評価の位置づけ	
 

＜物の印象＞全体において評価の高かった

《落ち着き》《整然・簡素》《粗野》《差異性》

のうち、《粗野》《差異性》において「古さ」

に対する評価が半数を占める(表 7)。これ

らはほとんどが改修部分による評価である

が、既存部分では《差異性》の印象を与え

るものとして数寄屋造りが、《粗さ》の印象

を与えるものとして無塗装の壁や古びた

ALC パネルが挙げられている。昔に建てら

れた数寄屋造りのような希少性のある建物

を活かした特徴的な空間や、経年した工業

部材の《粗野》な印象を取入れたデザイン

することで、意匠的な評価の高い設計につ

なげることが出来ると考えられる。	
 

また、《懐古的》《重厚さ》はほとんどが「古

さ」に対する評価によるものである。これ

らの＜物の印象＞は、記述頻度こそ多くは

ないが、住空間において「古さ」ならでは

の価値観を形成していると言えるだろう。	
 

4.結論	
 

住宅雑誌のリノベーション事例の解説に表

れる表現の分析から、古さ住空間の価値観

に様々な影響を及ぼすことを明らかにした。

本研究ではリノベーションの事例のみを扱

ったが、新築住宅の解説記事との比較や改

修事例の解説記事の通時的な分析をするこ

とで、「古さ」の価値観をより明らかにでき

るだろう。また、住宅雑誌が人々の価値観

に与える影響の度合いを検証することで、

より消費者の住宅観の実態に迫ることがで

きるだろう。 
リノベーションのメリットとして挙げられ

るように、コストの安さやエリアの選択肢

の広さなどを生かして古い建物が活用され

るのは素晴らしいことである。しかし、「古

さ」の価値を発見していくことで住空間は

さらに豊かなものになると考える。 
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